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  いばらきまちづくり通信 

つどえ～る！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「美野里町都市計画マスタープラン」を住民主

体で策定していくために組織された「美野里町ま
ちづくり会議」の活動の集大成とも言える「第２
回美野里まちづくりフォーラム」が，１１月３０
日に町民など７０名が参加して開催されました。 
 

 
＜第２回美野里まちづくりフォーラムの様子＞  
 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
 
● 「美野里まちづくり会議」の誕生  
 
 「美野里まちづくり会議」は，平成１４年８月
に発足した住民組織で，住民と行政とがまったく
同じ立場で，今後の美野里町のあり方について議
論を交わし，まちづくりの方向性を示す場として
誕生しました。  

町職員の数のほうが多いなかで始まったこの
会議も，徐々に町民の数が増え，１年後には，当
初の３倍近い１００名を超えるほどになりまし
た。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 「美野里まちづくり会議」の活動  
 

「美野里まちづくり会議」は，４つの「テーマ
部会」と４つの「地区部会」の計８つの部会から
構成されています。テーマ部会にあっては，「景
観」「住環境」「土地利用」「福祉」の４つで始ま
りましたが，意見の集約を図るなかで，今年度は
「自然・風景」「農業」「ふれあい」「まちのかた
ち」の４つに再編することにより，視点を変えて
計画案の熟度を増すなどの工夫も見られます。  

各部会ごとに，年間５，６回のワークショップ
と，節目の全体会などを合わせ計８０回もの議論
を重ねてきたことになります。  

平成１４年度は，都市計画マスタープランの素
案づくりのための議論を行い，今年度は，まとま
った素案について，再度議論を重ねていくという
作業を行いました。  

初年度は，コーディネーターの力を借りながら
のワークショップでしたが，２年目になると町民
自らの手で進めるようになるなど，まちづくりに
対する意識の高まりはめざましいものがあった
ようです。  

 

 

「ワークショップ」とは？ 

 元々は「共同作業」や「工房」を意味する英語だ
が，ここ数十年の間に，「先生や講師から一方的に

話を聞くのではなく，参加者が主体的に論議に参加
したり，言葉だけでなく体や心を使って体験した
り，相互に刺激しあい学びあう，グループによる学
びと創造の方法」として欧米から世界中に広がって
きた。 

中野民夫「ワークショップ」岩波新書 

＜市町村探訪＞ 

「美野里まちづくり会議」の活動（美野里町） 
～都市計画マスタープランの策定にあたって～ 
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● 住民の手によって作られた  

「美野里町都市計画マスタープラン」  
 

 こうして，「美野里まちづくり会議」によって
まとめられた計画案は，今後，諸手続を経て平成
１６年３月を目途に「美野里町都市計画マスター
プラン」として定められる予定です。  
 まちづくりのビジョンとして，「これまで培っ
てきた農業の知恵を活かした，持続可能で人間性
豊かな，新しい田園都市づくり」を掲げ，「農」
を中心としたまちづくりにより美野里町の独自
色を打ちだしています。  
 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
【都市計画マスタープラン策定体制】  
 

 
 
 ※外部チーム  
  東京理科大学工学部建築学科大月研究室  
  佐藤修（㈱コンセプトワークショップ）  
  井出建（環境計画機構）  
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
 
 「美野里まちづくり会議」の事務局を務める美
野里町都市建設課の太田さんは，「このようにゼ
ロから住民の手によって作られた都市計画マス
タープランは日本全国探してもない自信作。」と
話しています。  
行政が示した案に対し，住民に意見を求めて微調
整するのではなく，白紙の状態から，住民の意見
を積み上げて完成したこのマスタープランは，ま
さに住民が作り上げたものであり，住民主体のま
ちづくりの模範となるものと言えそうです。 
 
 

 
 
●  住民主体のまちづくりの実践に向けて  
 
 都市計画マスタープラン策定に向けての「美
野里まちづくり会議」の活動は，今回のフォー
ラムでひとつの節目を迎えます。  
 しかし，会議の活動はこれで終わるわけでは
ありません。今回のフォーラムの中では，今後
の「美野里まちづくり会議」の方向性について
も議論され，数多くの建設的な意見が出されま
した。  
 その結果，住民主体の「美野里まちづくり会
議」の活動は，計画の実現と評価のため，さら
に組織を再編しながら今後も継続されることに
なりました。住民発議による「まちづくり条例」
を作ろうという声もあります。  

☆  
 「あとは若い人たちが加わってくれば。」  

会議をますますパワーアップさせるために
も，若い力が必要だと太田さんは言います。取
材を通しても，行政としてできる限りのことは
するという意気込みが感じられました。  
 

会議のメンバーの声も印象的です。  
 「行政任せではなく自分たちの地域は自分た
ちの手で解決する。これからの時代は行政に頼
るのではなく，住民ができる部分は自分たちで
進んでやらなければならない。」  
 
 住民と行政がひとつになったとき，本当のま
ちづくりが始まります。  

 
（編集委員 T．A ＆  Ｍ．Ｋ）  
 
 

 

問い合わせ先 

美野里町役場 都市建設課 都市計画係 

TEL  0299(48)1111 内線 133 

FAX  0299(48)1199 

E-mail  toshiken@town.minori.ibaraki.jp 

美野里まちづくり会議の活動は HP にも掲載しています。  

http://www.town.minori.ibaraki.jp/toshimasu/index/index.htm 


